
84

現
代
中
国
の
書
家
二
十
人
を
紹
介
す
る
不
定
期
連
載

国
立
中
国
美
術
学
院
教
授
、
西
泠
印
社
執
行
社

長
、
中
国
印
学
博
物
館
館
長
の
劉
江
氏
。
長
年

に
わ
た
り
西
泠
印
社
の
重
役
を
兼
務
し
て
き
た

関
係
で
日
本
書
壇
に
知
人
友
人
を
多
く
持
つ
、

正
真
正
銘
の
知
日
派
で
あ
り
、
大
学
書
法
教
育

の
先
駆
者
で
も
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
取
材

が
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
な
か
、
郭
同

慶
氏
に
よ
る
取
材
が
叶
っ
た
。  （
編
集
部
）

中
国
当
代
書
家
二
十
人

第
３
回

り
ゅ
う
こ
う

一
九
二
六
年
四
川
省
生
ま
れ
。
国
立
中
国
美
術
学
院
教
授
、
西
泠
印

社
執
行
社
長
、
中
国
印
学
博
物
館
館
長
。
嘗
て
、
国
立
中
国
美
術
学

院
共
産
党
支
部
長
、
中
国
書
法
家
協
会
常
務
理
事
、
中
国
書
法
家
協

会
書
法
教
育
委
員
会
副
委
員
長
、
中
国
書
法
家
協
会
篆
刻
委
員
会
委

員
、
中
国
書
法
家
協
会
創
作
審
査
委
員
会
委
員
、
西
泠
印
社
副
社
長
、

中
国
書
法
教
育
研
究
会
副
理
事
長
、
浙
江
省
書
法
教
育
研
究
会
理
事

長
、
浙
江
省
書
法
家
協
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。

劉
江

取
材
・
文
／
郭
同
慶
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中
国
美
術
学
院
と
と
も
に
歩
ん
だ
人
生

　

中
国
の
二
大
国
立
美
大
の
ひ
と
つ
で
あ
る
中
国
美
術
学
院
は

今
年
卆
寿
に
な
っ
た
。
三
月
十
六
日
、
杭
州
市
内
西
湖
傍
の
孤

山
な
ど
の
新
旧
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
中
国
美
術
学
院
建
校

九
十
周
年
の
式
典
が
様
々
な
形
で
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。《
国

美（
国
立
美
大
）の
路
大
展
》と
い
う
大
学
の
美
術
・
書
法
教
育
の

歴
史
を
回
顧
す
る
叢
書
、十
六
巻
三
十
九
冊
を
、一
五
〇
〇
万
字
、

二
万
枚
の
写
真
入
り
で
出
版
。
記
念
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

を
開
催
し
、杭
州
は
御
祝
い
ム
ー
ド
一
色
に
覆
わ
れ
た
。
九
十
二

歳
に
な
る
劉
江
教
授
は
、
誰
よ
り
も
感
嘆
万
千
に
至
る
思
い
だ
。

十
八
歳
の
時
に
入
学
し
て
以
来
、学
院
と
と
も
に
人
生
を
歩
ん
で

来
た
。
劉
江
教
授
は
中
国
を
代
表
す
る
金
石
学
者
、書
法
大
家
で

あ
り
、書
法
教
育
家
で
も
あ
る
。
一
九
九
〇
年
に
中
国
美
術
学
院

（
当
初
浙
江
美
術
学
院
）の
派
遣
に
よ
り
、岐
阜
女
子
大
学
で
一
年

ほ
ど
中
国
書
道
を
教
え
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
長
年
に
わ
た
り

西
泠
印
社
の
重
役
を
兼
務
し
て
き
た
関
係
で
日
本
書
壇
に
知
人

友
人
を
多
く
持
つ
、
正
真
正
銘
の
知
日
派
で
あ
る
。

　

先
日
、劉
江
先
生
に
二
十
数
年
ぶ
り
に
拝
謁
し
た
。
ご
高
齢
の

た
め
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
は
既
に
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
あ
る
門
弟
の
方
の
根
回
し
で
特
別
に
ご
家
族

よ
り
取
材
の
お
許
し
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
日
本
留
学
経
験
者
で

あ
り
中
国
美
術
学
院
で
教
鞭
を
持
つ
ご
子
息
の
劉
丹
氏
に
協
力

い
た
だ
い
た
結
果
、無
事
に
こ
の
取
材
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
幸
い
を
得
た
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
あ
る
。

　
疎
開
中
の
美
大
に
出
会
う

　

劉
江
先
生
は
一
九
二
六
年
七
月
に
（
四
川
省
）
重
慶
市
万
州
区

で
生
ま
れ
た
。
四
川
は
古
来
、
蜀
の
邦
と
し
て「
天
国
の
よ
う
に

富
の
国
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
悠
久
な
る
歴
史
を
持
つ
、
尚
物
質
的

な
文
明
の
発
達
し
た
地
域
で
あ
る
。
劉
江
は
幼
い
頃
か
ら
周
り

の
名
所
旧
跡
に
薫
陶
さ
れ
、特
に
地
元
の
浦
江
摩
崖
石
刻
群
や
楽

山
大
仏
石
刻
造
像
な
ど
に
魅
了
さ
れ
た
。
劉
江
の
絵
心
は
少
年

時
代
に
既
に
芽
生
え
た
。
幸
運
と
も
言
え
る
、十
八
歳
の
劉
江
は

千
載
一
遇
の
好
機
に
恵
ま
れ
た
。

　

と
い
う
の
は
、
戦
火
で
約
二
〇
〇
〇
キ
ロ
先
に
あ
っ
た
国
立
杭

州
芸
術
専
門
学
校
が
疎
開
で
内
地
の
重
慶
に
や
っ
て
来
た
の
で

あ
る
。
教
育
家
蔡
元
培
が
一
九
二
八
年
杭
州
で
創
設
し
た
中
国

最
初
の
美
大
・「
国
立
芸
術
院
」が
翌
年
に「
国
立
杭
州
芸
術
専
門

学
校
」
に
名
称
変
更
し
、
ち
ょ
う
ど
十
年
目
に
な
る
同
美
大
に
も

戦
争
の
情
報
が
伝
達
さ
れ
た
。
一
九
三
七
年
七
月
七
日
に
起
き
た

廬
溝
橋
事
変
に
よ
り
日
中
戦
争
が
勃
発
。
十
月
に
は
隣
接
す
る

上
海
城
が
陥
落
。
戦
禍
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
な
同
校
が
直
ち
に

疎
開
を
開
始
し
た
。
翌
年
に
北
平
（
北
京
の
旧
称
）
芸
術
専
門
学

校
と
合
流
し
校
名
を
改
め
て「
国
立
芸
術
専
門
学
校
」と
な
っ
た
。

　

同
校
は
ま
ず
省
西
の
諸
曁
へ
、
そ
の
後
に
江
西
省
の
貴
渓
、
湖

南
省
の
長
沙
、
沅
陵
、
雲
南
省
の
昆
明
そ
し
て
、
四
川
省
の
璧
山

へ
益
々
西
の
奥
へ
避
難
し
、一
九
四
二
年
に
最
終
的
に
山
城
の
街

で
重
慶
に
辿
り
着
い
た
。
戦
火
の
回
避
で
、五
年
間
に
五
省
と
七

つ
の
町
を
転
々
と
し
た
同
美
大
は
、重
慶
の
険
し
い
山
陵
の
地
形

を
天
険
と
し
定
着
し
た
三
年
目（
一
九
四
五
年
）の
春
に
、美
術
青

年
・
劉
江
が
地
元
の
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
そ
の
門
を
叩
い
た
。

勿
論
、
優
秀
な
成
績
で
入
学
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
同
年
夏

に
終
戦
と
な
り
、美
大
一
年
生
の
劉
江
も
全
校
先
生
と
学
生
と
共

に
杭
州
に
戻
っ
た
。
一
九
四
六
年
夏
に
風
光
明
媚
な
江
南
歴
史

名
城
・
杭
州
で
復
興
し
た
「
国
立
芸
術
専
門
学
校
」
で
再
び
美
術

を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
西
洋
絵
画
を
専
攻
し
主
に
陳
大
羽
、林

風
眠
等
の
教
授
に
洋
画
を
学
ん
だ
。
一
九
四
九
年
、卒
業
の
年
に

新
中
国
が
誕
生
し
た
。
劉
江
は
若
き
美
術
青
年
た
ち
と
共
に
街

に
出
て
市
民
ら
の
祝
賀
ム
ー
ド
に
交
り
込
ん
だ
。
新
中
国
を
建

設
す
る
事
は
政
府
の
最
優
先
課
題
の
政
策
下
で
、芸
大
生
の
劉
江

は
二
人
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
一
緒
に
国
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
る

形
で
兵
役
に
約
七
年
間
を
服
し
た
。

　

一
九
五
七
年
に
再
び
に
美
大
に
戻
っ
た
時
に
大
学
は
既
に
二

度
の
名
称
変
更
を
行
っ
て
い
た
。
一
九
五
〇
年「
中
央
美
術
学
院

華
東
分
院
」、
そ
し
て
一
九
五
六
年
に「
浙
江
美
術
学
院
」に
な
っ

た（
ち
な
み
に
、今
現
在
は「
中
国
美
術
学
院
」と
称
す
）。
今
度
は

国
画（
中
国
画
）学
部
を
選
択
し
た
。
教
授
陣
に
は
潘
天
寿
、陸
維

釗
、諸
楽
三
等
著
名
な
書
画
金
石
家
が
揃
っ
て
い
る
。
中
国
で
は

書
画
印
三
者
同
源
と
い
う
思
想
で
国
画
（
中
国
画
）
学
部
で
は
こ

の
三
つ
の
勉
強
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
潘
天
寿
学

長
は「
寧
要
四
全
、
不
須
三
絶
」「
む
し
ろ
四
全（
詩
書
画
印
）を
要

り
、
三
絶（
詩
書
画
）は
不
要
で
あ
る
」を
以
っ
て
在
学
生
に
訓
示

大
学
書
法
教
育
の
先
駆
者 

劉
江

少年時代の劉江（13歳）
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し
た
。
そ
の
こ
こ
ろ
は
、
勉
強
す
る
美
大
生
に
篆
刻
と
い
う「
方

寸
」芸
術
の
重
要
性
を
強
調
し
た
訳
だ
。
劉
江
は
学
長
の
方
針
を

素
直
に
実
行
し
書
画
が
勿
論
、丹
念
に
篆
刻
の
勉
強
に
精
力
を
注

い
だ
。
学
長
の
潘
天
寿
は
劉
江
の
才
能
特
に
見
抜
き
、書
道
及
び

篆
刻
特
に
文
字
学
に
対
す
る
研
究
成
果
を
高
く
評
価
し
、
そ
し

て
自
ら
指
導
を
加
え
た
結
果
で
劉
江
は
一
九
六
一
年
に
ト
ッ
プ

成
績
で
卒
業
す
る
と
同
時
に
同
美
大
に
講
師
と
し
て
残
る
こ
と

に
な
っ
た
。
潘
学
長
の
御
意
向
を
受
け
た
劉
江
は
学
部
の
な
か

で
書
道
篆
刻
必
修
課
程
の
創
設
に
当
初
よ
り
携
わ
っ
た
。

　
大
学
書
法
教
育
の
先
駆
者

　

一
九
六
二
年
に
文
化
部
（
文
部
省
）
が
浙
江
美
術
学
院
中
国
画

学
部
で
書
法
専
攻
課
程
の
開
設
を
批
准
し
潘
天
寿
学
長
は
そ
の

準
備
作
業
チ
ー
ム
を
組
織
し
た
。
杭
州
大
学
よ
り
招
聘
し
た
国

学
者
・
書
画
金
石
大
家
陸
維
釗
教
授
（
六
十
三
歳
）
が
責
任
者
と

な
り
、劉
江（
三
十
六
歳
）は
助
手
と
な
っ
た
。
ま
た
教
授
は
潘
天

寿（
六
十
五
歳
）、
沙
孟
海（
六
十
二
歳
）、
呉
茀
之（
六
十
二
歳
）、

方
介
堪（
六
十
一
歳
）、朱
家
済（
六
十
歳
）、そ
し
て
諸
楽
三（
六
十

歳
）、
み
な
還
暦
後
の
大
家
が
揃
っ
た
。
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の

準
備
実
務
は
必
然
的
に
一
番
若
い
講
師
の
劉
江
に
託
さ
れ
た
。

　

こ
こ
か
ら
、中
国
の
大
学
に
お
け
る
書
法
教
育
の
序
幕
を
切
り

開
い
た
の
で
あ
る
。

　

潘
天
寿
学
長
自
ら「
書
法
専
攻
課
程
」の
開
設
に
つ
い
て
、
座
談

会
や
討
論
会
を
召
集
し
、大
学
内
外
の
学
識
者
邵
裴
子
、夏
承
燾
、

胡
士
瑩
な
ど
著
名
な
知
識
人
ら
の
助
言
も
聞
き
入
れ
た
。
ク
ー

ラ
ー
の
な
い
一
九
六
二
年
夏
に
、
潘
学
長
の
配
慮
で
、
ギ
ャ
ン
パ

ス
の
中
の
高
木
の
陰
に
覆
わ
れ
た
事
務
棟
を
作
業
チ
ー
ム
専
用

に
し
た
。
連
日
の
会
議
で
作
業
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
団
扇
を
煽

り
な
が
ら「
書
法
専
攻
課
程
」に
関
す
る
予
算
組
み
、
教
材
の
制
作

選
定
、
専
攻
課
程
期
間
の
設
置
及
び
卒
業
後
の
就
職
進
路
ま
で
検

討
且
つ
議
論
を
重
ね
、
み
ん
な
の
知
恵
で
教
育
方
針
を
定
め
た
。

　

次
は
方
針
に
沿
っ
て
実
務
を
行
う
。
ま
た
、
劉
江
の
出
番
だ
。

陸
維
釗
教
授
に
同
伴
し
上
海
、
蘇
州
、
紹
興
な
ど
に
出
掛
け
、
教

材
教
本
資
料
に
な
る
碑
帖
拓
本
、墨
蹟
原
作
及
び
印
譜
印
拓
を
購

入
。
上
海
だ
け
で
二
十
日
間
を
滞
在
し
、古
籍
書
店
、上
海
書
店
、

文
物
書
店
な
ど
の
店
舗
の
棚
上
の
物
は
勿
論
、倉
庫
や
書
庫
ま
で

特
別
に
開
け
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
年
末
ま
で
に
一
万
冊
に
近
い

専
門
書
籍
で
画
冊
や
拓
本
、印
譜
な
ど
を
揃
え
た
。
み
な
陸
維
釗

教
授
と
で
劉
江
助
教
授
の
コ
ン
ビ
が
汗
を
掻
い
た
結
晶
だ
。

　

翌
年
（
一
九
六
三
年
）
九
月
に
書
道
専
攻
課
程
が
ス
タ
ー
ト
。

一
期
生
と
し
て
金
鑑
才
、李
文
采
が
入
学
、翌
年
九
月
に
朱
関
田
、

蒋
北
耿
、楊
永
龍
三
名
の
二
期
生
が
入
学
。
文
化
大
革
命
期
は
十

年
以
上
に
は
止
む
を
得
ず
に
中
断
し
再
開
し
た
の
は
一
九
七
九

年
だ
っ
た
。
劉
江
教
授
は
上
司
の
陸
維
釗
教
授
と
共
同
に
中
国

書
法
教
育
史
上
の
先
駆
け
と
し
て
書
法
専
攻
の
大
学
院
生
課
程

を
開
設
し
た
。
朱
関
田
、
王
冬
齢
、
邱
振
中
、
祝
遂
之
、
陳
振
濂

の
五
名
が
厳
選
さ
れ
た
。
高
齢
且
つ
多
病
な
陸
教
授
は
入
院
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
た
が
、代
わ
り
に
助
手
の
劉
江
助
教
授
は
大
活

躍
し
た
。
陸
教
授
の
御
意
向
で
大
学
院
生
の
教
育
綱
要
を
起
稿

し
講
師
陣
の
段
取
り
ま
で
務
め
た
。
因
み
に
、主
な
科
目
は
及
び

担
当
し
た
教
授
は
下
記
の
通
り
：
書
法
及
び
書
論
は
陸
維
釗
教

授（
六
十
五
歳
）、
書
法
及
び
金
石
学
は
沙
孟
海
教
授
、
篆
刻
及
び

理
論
は
諸
楽
山
、
篆
刻
は
劉
江
教
授
、
古
代
漢
語（
古
文
書
）は
章

祖
安
。
前
の
三
名
教
授
は
超
一
流
の
大
家
で
、後
半
二
人
は
共
に

学
院
の
中
堅
で
実
力
者
。
創
設
の
責
任
者
で
恩
師
兼
ね
て
上
司

の
陸
維
釗
教
授
は
翌
年
の
一
九
八
〇
年
一
月
に
病
死
。
沙
孟
海

教
授
が
後
任
と
な
っ
た
が
。
沙
教
授
は
既
に
八
十
歳
を
過
ぎ
て

お
り
、北
京
で
入
院
す
る
期
間
も
長
か
っ
た
。
劉
江
教
授
は
一
刻

も
休
ま
ず
に
担
任
教
授
ら
一
丸
と
な
り
、心
身
共
に
教
鞭
を
執
っ

た
。
一
九
八
一
年
に
五
人
の
卒
業
論
文
及
び
答
弁
は
学
院
教
授

会
で
満
場
一
致
で
立
派
に
通
過
し
た
。
三
十
数
年
後
の
今
日
は

五
人
と
も
中
国
書
壇
の
重
鎮
と
な
っ
た
。
劉
江
教
授
は
半
世
紀

以
上
に
中
国
美
術
学
院
に
心
身
共
に
奉
仕
し
沢
山
優
れ
た
人
材

を
世
に
送
り
込
ん
だ
。
潘
天
寿
学
長
や
陸
維
釗
教
授
、沙
孟
海
教

授
と
並
び
中
国
美
術
学
院
書
法
学
部
の
開
拓
者
で
あ
り
、中
国
書

法
教
育
の
先
駆
者
で
あ
る
。

　

同
美
大
は
一
九
九
六
年
に
博
士
課
程
を
設
け
ら
れ
、
そ
し
て

二
〇
〇
一
年
に
他
の
大
学
、
美
大
を
率
先
し
書
法
学
部
を
設
立
し

1957年に再び大学に戻った劉江（左端）は西湖旁でクラスメー
トと一緒に潘天寿学長（中央帽子被る方）を囲んで記念写真。中
央の橋欄干に腰掛ける女子は章培筠、後に劉江と結婚し今に至
る。潘学長左側の少年は後に中央美術学院学長になった潘公凱。

恩師・諸楽三先生（1970年）
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た
。
創
業
初
期
に
は
劉
江
先
生
の
献
身
的
な
貢
献
が
無
け
れ
ば

国
立
中
国
美
術
学
院
の
書
法
学
科
今
日
の
繁
栄
は
無
い
と
い
っ
て

も
過
分
で
は
な
い
。
一
九
七
九
年
以
降
卒
業
し
た
外
国
留
学
生
は

二
〇
〇
名
に
登
り
、各
自
の
祖
国
で
活
躍
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

劉
江
先
生
が
指
導
し
た
日
本
人
留
学
生
の
数
は
少
な
く
な
い
。

　
豊
か
な
業
績
を
造
り
上
げ
た
書
法
篆
刻
大
家

　

日
本
で
最
も
知
名
度
の
高
い
中
国
の
金
石
書
画
団
体
で
あ
る

西
泠
印
社
社
長
の
「
宝
座
」
は
啓
功
氏
が
二
〇
〇
五
年
に
仙
去
以

来
、
空
席
だ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
十
二
月
に
西
泠
印
社「
第
八
届

理
事
会
第
六
回
会
議
」で
六
年
ぶ
り
に
香
港
在
住
の
国
学
者
で
あ

る
饒
宗
頤
氏
を
第
七
代
目
社
長
に
推
戴
す
る
と
同
時
に
徳
が
高

く
声
望
が
あ
る
副
社
長
劉
江
氏
を
執
行
社
長
に
擁
立
し
た
。「
文

人
相
軽
ん
ず
」と
い
う
風
潮
も
あ
り
、
書
画
世
界
は
特
に
難
し
い

と
こ
ろ
も
あ
る
な
か
で
両
氏
に
対
し
て
満
場
一
致
で
賛
同
し
た

の
だ
。
百
歳
に
近
い
饒
宗
頤
氏
は
遠
距
離
と
い
う
点
も
あ
り
、

な
か
な
か
印
社
の
実
務
に
触
わ
れ
無
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、一
方

杭
州
に
半
世
紀
も
住
み
慣
れ
て
い
る
劉
江
先
生
は
名
実
共
に
執

行
社
長
で
豊
か
な
業
績
を
造
り
上
げ
た
。

　

劉
江
教
授
は
書
家
篆
刻
家
と
し
て
日
本
と
の
交
流
も
非
常
に

多
い
。
一
九
八
七
年
の
早
春
に
歴
史
に
残
る
日
中
書
家
交
流
の

集
い
が
あ
っ
た
。共
同
開
催
は
讀
賣
新
聞
社
と
人
民
日
報
社
だ
っ

た
。
東
晋
時
代
に
王
羲
之
が
主
催
し
た
「
蘭
亭
雅
集
」
を
再
現
す

る
趣
旨
に
日
中
両
国
の
書
家
代
表
が
一
堂
に
集
ま
っ
た
。
青
山

杉
雨
、
村
上
三
島
、
小
林
斗
庵
、
谷
村
熹
齋
な
ど
、
二
十
人
ほ
ど

の
大
家
が
参
列
し
た
。
中
国
で
は
啓
功
、
沙
孟
海
、
そ
し
て
劉
江

教
授
ら
が
出
席
し
た
。
曲
水
流
觴
の
宴
上
で
は
劉
江
教
授
の
右

は
梅
舒
適
、
左
は
谷
村
熹
齋
、
曲
水
の
相
迎
え
側
は
青
山
杉
雨
、

沙
孟
海
だ
っ
た
。
ト
ッ
プ
同
士
が
酒
を
交
わ
し
詩
書
の
交
流
を

楽
し
い
そ
う
に
行
っ
た
。

　

私
は
一
九
八
七
年
に
来
日
。
劉
江
教
授
が
一
九
九
〇
年
に
中

国
美
術
学
院
の
派
遣
に
よ
り
岐
阜
女
子
大
学
で
一
年
ほ
ど
教
鞭

一
九
九
六
年
六
月
四
日
、
西
泠
印
社
会
議
室
に

て
、
劉
江
副
社
長
（
左
）
が
啓
功
氏
（
二
〇
〇
二
年
～

二
〇
〇
五
年
の
間
に
西
泠
印
社
社
長
を
兼
務
）
の
来
訪

に
対
応

一
九
八
七
年
十
月
二
十
二
日
、
左
よ
り
、
劉
江
教
授
、

祝
遂
之
講
師
、
沙
孟
海
学
長
、
王
冬
齢
講
師
、
前
田

秀
雄
氏

左
か
ら
、
潘
公
凱
、
劉
江
、
唐
勇
為
、
章
培
筠

一
九
八
七
年
、
日
中
書
家
の
集
い
「
蘭
亭
雅
集
・
曲
水

流
觴
」
に
て
、
席
上
揮
毫
す
る
劉
江
（
中
央
）、
谷
村

熹
斎
（
左
）、
梅
舒
適
（
右
）

一
九
九
六
年
六
月
四
日
、
啓
功
氏
が
西
泠
印
社
に
来

訪一
九
八
七
年
九
月
二
十
二
日
、
西
泠
印
社
事
務
室
に

て
。
左
よ
り
、
劉
江
、
今
井
凌
雪
、
郭
仲
選
、
小
林

斗
盦
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を
執
っ
た
。
そ
の
間
、
劉
江
教
授
を
訪
ね
、
印
章
や
書
作
を
求
め

た
こ
と
を
記
憶
に
し
て
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、フ
ァ
ン

達
の
好
意
で
劉
江
教
授
個
展
を
岐
阜
催
し
た
そ
う
で
あ
る
。
作

品
の
購
入
希
望
者
が
殺
到
し
、予
定
外
に
作
品
を
割
愛
し
希
望
者

に
分
け
た
。

　

仁
徳
の
高
い
劉
江
教
授
は
帰
国
後
に
ふ
る
さ
と
の
重
慶
市
万

州
区
教
育
委
員
会
に
全
額
を
寄
付
し
た
。
小
学
校
の
建
設
に
役

に
立
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
仁
愛
的
な「
鶴
の
恩
返
し
」だ
。
改
革
開

放
の
側
面
の
影
響
で
、
お
金
に
走
る
風
潮
は
書
家
画
家
た
ち
に
も

例
外
で
は
ま
い
。
然
し
、
劉
江
教
授
は
一
貫
と
し
て
学
問
や
教
育

に
特
段
に
熱
心
に
取
り
組
む
と
同
時
に
金
銭
に
迷
わ
ず
追
及
し

な
い
と
い
う
こ
の
姿
勢
は
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
書
壇
み
な
よ
し

と
ほ
め
そ
や
す
。
二
〇
〇
二
年
に
浙
江
省
が
「
二
〇
世
紀
突
出
的

に
貢
献
し
た
芸
術
家
」
と
表
彰
、
二
〇
〇
五
年
に
中
国
書
法
家
協

会
よ
り「
二
〇
世
紀
徳
芸
双
馨
な
芸
術
家
」の
称
号
を
受
領
し
た
。

　

劉
江
教
授
が
中
国
印
学
博
物
館
館
長
や
浙
江
省
甲
骨
文
字
研

究
会
会
長
を
兼
ね
て
い
る
。
半
世
紀
以
上
に
書
法
教
育
の
現
場

で
甲
骨
や
古
印
な
ど
の
古
文
字
を
始
終
の
テ
ー
マ
と
し
て
研
究

を
成
し
遂
げ
た
。
著
書
や
作
品
集
に
は
甲
骨
文
や
古
印
に
関
連

す
る
も
の
が
多
い
、《
甲
骨
書
法
論
》、《
劉
江
甲
骨
文
書
法
集
》、

《
劉
江
甲
骨
文
書
法
百
幅
集
》、《
劉
江
甲
骨
文
百
印
集
》、
中
国
印
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□
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□
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□
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□
□
□
□
□

篆
書
《
七
律•

和
柳
亜
子
先
生
》（
毛
沢
東
詩
詞
）

91.4×73.5

篆
書
《
浣
溪
沙•

和
柳
亜
子
先
生
》（
毛
沢
東
詩
詞
）

92.2×70.3 
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郭
同
慶 

か
く
・
ど
う
け
い

書
家
、
日
本
名
山
田
慶
太

郎
。
一
九
五
七
年
、
上
海
生

ま
れ
。
一
九
八
七
年
に
来

日
。
王
蘧
常
、
銭
君
匋
、
蕭

春
海
に
師
事
。
二
〇
一
四
年

度
で
上
海
（
朶
雲
軒
）、
東

京
、
京
都
、
前
橋
で
個
展
を

開
催
。
上
海
書
画
出
版
社

で
《
墨
海
一
粟
》
作
品
集
を

出
版
。
翰
墨
書
道
会
長
、
東
京
藝
術
院
長
、
東
京
海
派
書
画
院
常
務
副
院
長
、

全
日
本
華
人
書
法
家
協
会
副
主
席
兼
秘
書
長
、
豊
道
春
海
顕
彰
会
顧
問
、（
公

社
）
日
中
友
好
協
会
参
与
、
群
馬
県
日
中
友
好
協
会
理
事
、
上
海
呉
昌
碩
藝
術

研
究
協
会
理
事
、
上
海
復
旦
大
学
王
蘧
常
研
究
会
常
務
理
事
、
上
海
（
玉
佛
禅

寺
）
覚
群
書
画
院
画
師
な
ど
を
兼
ね
る

章
芸
術
史
》、《
略
論
唐
宋
元
官
私
印
》な
ど
が
代
表
で
あ
る
。
そ

の
ほ
か
は
、《
篆
刻
教
程
》、《
篆
刻
技
法
》、《
篆
刻
芸
術
》、《
篆

刻
美
学
》、《
篆
刻
形
式
美
》、《
印
人
軼
事
》、《
呉
昌
碩
篆
刻
及

び
章
法
》、《
呉
昌
碩
篆
刻
及
び
側
款
》、《
呉
昌
碩
篆
刻
及
び
印

刀
遣
い
》、《
諸
楽
三
評
伝
》、《
篆
刻
常
用
字
典
》な
ど
の
著
書
が

あ
り
、
作
品
集
は《
劉
江
篆
書
楹
聯
百
幅
集
》、《
劉
江
書
唐
詩
百

首
》な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
は《
篆
刻
技
法
》、《
篆
刻
形
式
美
》

な
ど
は
日
本
語
や
韓
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

　
「
字
如
其
人
」、即
ち
字
は
そ
の
人
の
如
し
。
劉
江
先
生
の
書
風

や
印
風
は
そ
の
穏
や
か
で
あ
り
俗
塵
を
遙
か
に
超
越
し
た
貴
人

の
風
貌
が
私
の
目
に
よ
く
映
る
。
今
年
で
九
十
二
歳
に
な
る
劉

江
先
生
は
書
法
篆
刻
藝
術
や
大
学
書
法
教
育
に
燃
え
尽
く
し
た

大
功
労
者
の
功
績
は
近
代
書
法
史
に
濃
い
一
筆
で
明
記
さ
れ
る

こ
と
と
確
信
す
る
。

　

近
い
内
、杭
州
で「
劉
江
藝
術
館
」が
出
来
る
と
聞
い
た
。
浙
江

省
劉
江
藝
術
研
究
会
や
中
国
美
術
学
院
や
西
泠
印
社
及
び
浙
江

省
無
形
文
化
財
保
護
研
究
セ
ン
タ
ー
の
四
団
体
を
中
心
と
し
た

共
同
作
業
チ
ー
ム
が
形
成
さ
れ
た
。
劉
江
教
授
は
全
生
涯
で
創

作
及
び
収
蔵
し
た
書
法
、
篆
刻
印
章
、
絵
画
、
原
稿
、
書
簡
、
文
房

古
董
、
写
真
映
像
等
、
一
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
名
品
を
寄
贈
し
、

公
の「
劉
江
藝
術
館
」に
収
蔵
さ
れ
る
。

甲
骨
文
（
対
聯
）

勤
倹
建
邦
官
廉
民
奮
和
諧
共
処
慶
富
強

改
革
開
放
国
運
隆
昌
世
欣
逢
得
福
寿

167×26.3　2009年（己丑年）

篆
書
《
七
絶
・
観
潮
》（
毛
沢
東
詩
詞
）

70.3×46.5　2005年

甲
骨
文
《
龍
亀
増
福
寿
甲
骨
致
吉
祥
》

176×49　2009年（己丑）
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